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割り込みとプライバシーに関する情報

割り込みと C割り込み
割り込み機能を使用すると、ディレクトリ番号を共有している電話ユーザーは、ソフトキーを

押して共有回線上のアクティブな通話に参加できます。発信側が通話に割り込むと、割り込み

発信側、ターゲット側、および通話に接続されている相手側の間で会議が作成されます。参加

者は自分の電話で通話情報を確認し、会議参加音が設定されている場合は音が聞こえます。

共有回線を使用している電話機でプライバシーが有効になっている場合、回線を共有している

他の電話機には通話情報が表示されず、通話を割り込むことはできません。会議が設定される

と、接続された相手には割り込み音（ビープ音1回）が聞こえます。参加者が会議から退出す
ると、残りの参加者に対して退出割り込み音が再生されます。

CiscoUnifiedCMEリリース 11.7以降では、Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータで cBarge
機能がサポートされます。

Cisco Unified CMEリリース 12.0以降では、混合共有回線で cBarge機能がサポートされます。

• Cisco Unified IP Phone 69xxシリーズは、Unified CMEでの cBargeをサポートしていませ
ん。

• SIP電話機の Bargeおよび Cbargeソフトキーは、共有回線でのみサポートされます。

（注）
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割り込み（SIP）

割り込みでは、ターゲット電話 (割り込み先の電話)に組み込まれている会議ブリッジが使用さ
れ、割り込みを許可されるユーザーの数が制限されます。割り込み会議は最大3つのパーティ
をサポートします。複数のユーザーが SIP共有回線での通話に参加する場合は、cBargeを使
用する必要があります。 SIP電話では、Bargeを使用するために組み込みの会議ブリッジが必
要です。割り込み機能は SIP共有回線ディレクトリ番号でのみサポートされます。

電話ユーザーが割り込み会議に割り込むと、会議は cBarge会議に変換されます。（注）

cBarge（SCCPおよび SIP）

cBarge機能は、複数の人が通話に割り込むことを可能にする共有会議リソースを使用します。
cBarge会議は、集中型会議リソースにプロビジョニングされたパーティの最大数をサポートし
ます。 cBargeを使用するには、集中会議リソースをプロビジョニングする必要があります。
cBargeは、SCCP共有オクトラインディレクトリ番号と SIP共有ラインディレクトリ番号でサ
ポートされます。

いずれかの参加者が通話を終了しても、少なくとも3人の参加者が回線に残っている場合は、
通話は電話会議のままになります。会議に残っている参加者が 2人だけの場合は、ポイント
ツーポイントコールとして再接続され、会議ブリッジリソースが解放されます。対象者が通

話をパークするか、別の通話にその通話を結合すると、割り込みを開始した側と他の参加者は

接続されたままになります。

表 1 : Bargeおよび cBarge通話の違い：組み込み会議ブリッジと共有会議ブリッジ（2ペー
ジ）組み込み会議ブリッジを使用した Bargeと、共有会議ブリッジを使用した cBargeの違い
について説明します。

表 1 : Bargeおよび cBarge通話の違い：組み込み会議ブリッジと共有会議ブリッジ

cBarge -共有会議ブリッジ割り込み：ターゲットデ

バイスに組み込みの会議

ブリッジ

操作

可不可割り込みのセットアップ中に

メディアの切断が発生する

可可設定されている場合は、ユー

ザーは割り込み音を受信しま

す。

割り込み割り込み割り込み発信側の電話に名前

を表示

割り込み他の参加者へ/他の参加者
から

対象の携帯電話に名前を表示

する
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cBarge -共有会議ブリッジ割り込み：ターゲットデ

バイスに組み込みの会議

ブリッジ

操作

割り込み着信側へ/着信側から他の電話機に名前を表示する

可可すでに割り込まれた通話に 2
番目の割り込み設定を許可し

ます

共有会議リソースで許可される最大

数。

3最大パーティー数

2人の参加者のみが残っており、残
りの参加者をポイントツーポイント

のコールとして再接続するときに、

共有会議ブリッジ解放のためメディ

アの中断が発生します。

元の 2人の参加者で、メ
ディアの中断は発生しま

せん。

発信者が通話を終了

2人の参加者のみが残っており、残
りの参加者をポイントツーポイント

のコールとして再接続するときに、

共有会議ブリッジ解放のためメディ

アの中断が発生します。

発信側を他の参加者とポ

イントツーポイントコー

ルとして接続するため

に、メディアの中断が発

生します。

ターゲットが通話を終了

2人の参加者のみが残っており、残
りの参加者をポイントツーポイント

のコールとして再接続するときに、

共有会議ブリッジ解放のためメディ

アの中断が発生します。

3人の参加者すべてが解放他の参加者がコールを解放

発信側および他の参加者は接続され

たままになります。

イニシエーターが解放さ

れます。

ターゲットは通話を保留にし

て、転送、会議、またはコー

ルパークを実行します。

割り込み用のターゲットデバイスに組み込まれている会議ブリッジまたは cBarge用の共有会
議ブリッジが利用できない場合、または参加者の最大数に達した場合、CiscoUnifiedCMEは割
り込み要求を拒否し、発信側の電話機にエラーメッセージが表示されます。

電話機のユーザーが、リモートで使用中のアクティブな通話の共有回線ボタンを押すと、デ

フォルトで、bargeおよび cBargeソフトキーが表示されます。ユーザーは、共有回線通話に
参加するために、bargeまたは cBargeのいずれかを選択します。共有回線上に複数のアクティ
ブな通話がある場合、バージ発信者は通話を強調表示して、どの通話に参加するかを選択でき

ます。

ソフトキーテンプレートを使用してソフトキーの表示をカスタマイズできます。構成情報に

ついては、SCCP電話機の cBargeソフトキーを設定する（5ページ）またはSIP電話で割り
込みと cBargeソフトキーを有効にする（7ページ）を参照してください。
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既存のアドホック会議またはミートミー会議での cBarge操作はサポートされていません。制約事項

プライバシーとプライバシー保留中

プライバシー機能を使用すると、電話機のユーザーは、ディレクトリ番号を共有する他のユー

ザーが通話情報を見たり、通話を再開したり、共有回線で通話に割り込んだりすることをブ

ロックできます。電話機が共有回線で着信を受けた場合、ユーザーはプライバシー機能ボタン

を押して通話をプライベートにすることができます。このボタンはオンとオフを切り替え、

ユーザーが電話機のプライバシー設定を変更できるようにします。プライバシー状態は、電話

ユーザーが所有するすべての新しい通話と現在の通話に適用されます。

プライバシーは、SCCPオクトラインディレクトリ番号と SIP共有ラインディレクトリ番号で
サポートされます。

デフォルトでは、システム内のすべての電話でプライバシーが有効になっています。プライバ

シーをグローバルに無効にしたり、個別にまたは電話テンプレートを使用して特定の電話に対

してのみ有効にすることができます。特定の電話でプライバシーボタンを有効にすることもで

きます。プライバシーボタンが有効になっている電話機が Cisco Unified CMEに登録される
と、電話機の回線機能ボタンに「プライバシー」というラベルが付き、ステータスアイコンが

表示されます。ボタンにモニタランプがある場合は、プライバシーがアクティブになると点灯

します。 Extension Mobility電話の場合、ユーザープロファイルとログアウトプロファイルで
プライバシーボタンを有効にすることができます。

プライバシー保留機能は、他の電話ユーザーが通話情報を表示したり、ディレクトリ番号を共

有する別の電話によって保留にされた通話を取得したりすることを防ぎます。デフォルトで

は、システム内のすべての電話機でプライバシーオンホールドが無効になっています。すべ

ての電話機に対してグローバルに Privacy on Holdを有効にすることができます。個々の電話
機で Privacy on Holdを無効にするには、それらの電話機で Privacyを無効にする必要がありま
す。

プライバシー機能は、電話機のすべての共有回線に適用されます。電話機に複数の共有回線が

あり、プライバシーが有効になっている場合、他の電話機はどの共有回線でも通話を表示した

り割り込んだりすることはできません。

SCCP構成情報については、以下を参照してくださいSCCP電話機でプライバシーとPrivacy on
Holdを有効にする（9ページ）。

SIP構成情報については、以下を参照してください SIP電話でプライバシーとプライバシー保
留中を有効にする（13ページ）。
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割り込みとプライバシーの設定

SCCP電話機の cBargeソフトキーを設定する
電話ユーザーが cBargeソフトキーを押してオクトラインディレクトリ番号の通話に参加でき
るようにするには、次の手順を実行します。 cBargeソフトキーはデフォルトで有効になって
います。このタスクは、リモート使用中の通話状態中にソフトキーの表示順序を変更する場合

にのみ必要です。

•オクトラインディレクトリ番号でのみサポートされます。

•ミートミー会議ではサポートされません。

•電話ユーザーがすでにオクトライン上の同じアドホック会議に接続している場合はサポー
トされません。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 7.0以降のバージョン。

•オクトラインディレクトリ番号が設定されています。SCCP電話機のディレクトリ番号の
作成を参照してください。

•電話のプライバシーは無効になっています。プライバシーとプライバシー保留中（4
ページ）を参照してください。

•アドホックハードウェア会議リソースが構成され、使用できる状態になっています。ハー
ドウェア会議を構成するを参照してください。

•ハードウェア会議の参加トーンおよび退出トーンを、割り込み参加トーンおよび割り込み
退出トーンとして設定できます。参加音と退出音を設定するを参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal

3. ephone-templateテンプレートタグ
4. softkeys remote-in-use{[CBarge][Newcall]}
5. exit

6. ephone電話タグ

7. ephone-templateテンプレートタグ
8. end
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたらパスワードを入力し
てください。Router# enable

グローバル設定モードに移行します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

Ephoneテンプレートを作成するために、ephoneテン
プレート設定モードに入ります。

ephone-templateテンプレートタグ

例：

ステップ 3

• template-tag：作成中の ephoneテンプレートの一
意の識別子。範囲は 1～ 20です

Router(config)# ephone-template 5

リモート使用中の通話状態中に IP電話に表示される
ソフトキーの順序とタイプを変更します。

softkeys remote-in-use{[CBarge][Newcall]}

例：

ステップ 4

Router(config-ephone-template)# softkeys
remote-in-use CBarge Newcall

Ephoneテンプレート設定モードを終了します。exit

例：

ステップ 5

Router(config-ephone-template)# exit

Ephone設定モードに入ります。ephone電話タグステップ 6

例： • phone-tag：設定タスク中にこの ephoneを識別す
る一意の番号。Router(config)# ephone 12

Ephoneテンプレートを電話機に適用します。ephone-templateテンプレートタグステップ 7

例： • template-tag：手順 3で作成した ephoneテンプ
レートの一意の識別子。Router(config-ephone)# ephone-template 5

特権 EXECモードを終了します。end

例：

ステップ 8

Router(config-ephone)# end

割り込みとプライバシー
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例

次の例は、ephoneテンプレート 5がリモート使用中のコール状態に対して表示される
ソフトキーを変更し、それが ephone 12に適用されていることを示しています。

ephone-template 5
softkeys remote-in-use CBarge Newcall
softkeys hold Resume Newcall Join
softkeys connected TrnsfVM Park Acct ConfList Confrn Endcall Trnsfer Hold
max-calls-per-button 3
busy-trigger-per-button 2
!
!
ephone 12
no phone-ui speeddial-fastdial
ephone-template 5
mac-address 000F.9054.31BD
type 7960
button 1:10 2:7

SIP電話で割り込みと cBargeソフトキーを有効にする
電話ユーザーは、[Barge]または [cBarge]ソフトキーを押して、共有回線の通話に参加できま
す。サポートされている SIP電話機では、Bargeおよび cBargeソフトキーがデフォルトで有
効になっています。リモート使用中の通話状態中に表示されるソフトキーの順序または外観

を変更する場合にのみ、次の手順を実行します。

•共有回線でのみサポートされます。制約事項

Unified CMEが Cisco IP Phone 7800シリーズで割り込み機能をサポートするには、設定モード
で CLIコマンドを設定する必要があります。service phone LineKeyBarge 2telephony-service

telephony-service
service phone LineKeyBarge 2

CLIコマンド service phone LineKeyBarge 2は、Cisco IP Phone 7800シリーズの回線キーをアク
ティブ化し、「リモート使用中」状態のソフトキーを正しく表示します。コマンドが設定され

ていない場合、電話機にはリモート使用中の状態のソフトキーが表示されません。LineKeyBarge
オプションを使用して電話機の設定を更新するには、設定モードでCLIコマンドを実行する必
要があります。 create profilevoice register global

リモート使用中の状態のソフトキー設定に Bargeと cBargeの両方が設定されている場合は、
cBargeが優先機能として使用されます。電話機は割り込み設定を無視します。

（注）
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始める前に

• Cisco Unified CME 7.1以降のバージョン。

•共有ディレクトリ番号が設定されています。SIP電話のディレクトリ番号を作成するを参
照してください。

•アドホックハードウェア会議リソースが構成され、使用できる状態になっています。ハー
ドウェア会議を構成するを参照してください。

•ハードウェア会議の参加トーンおよび退出トーンを、割り込み参加トーンおよび割り込み
退出トーンとして設定できます。Cisco Unified CME System Administrator Guideの参加音と
退出音を設定するを参照してください。

• Bargeおよび cBargeが機能するには、コマンド no privacyを使用して、音声レジスタグ
ローバルでプライバシーを無効にする必要があります。プライバシーの設定については、

SIP電話でプライバシーとプライバシー保留中を有効にする（13ページ）を参照してく
ださい。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal

3. voice register templateテンプレートタグ
4. softkeys remote-in-use{[Barge][Newcall][cBarge]}
5. exit

6. voice register pool電話タグ

7. templateテンプレートタグ
8. end

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたらパスワードを入力し
てください。Router# enable

グローバル設定モードに移行します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声レジスタテンプレートを作成するために、音声

レジスタテンプレート設定モードに入ります。

voice register templateテンプレートタグ

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# voice register template 5 • template-tag：作成中の音声レジスタテンプレー
トの一意の識別子。範囲は 1～ 10です

リモート使用中の通話状態中に SIP電話機に表示さ
れるソフトキーの順序とタイプを変更します。

softkeys remote-in-use{[Barge][Newcall][cBarge]}

例：

ステップ 4

Router(config-register-temp)# softkeys
remote-in-use cBarge Newcall

音声レジスタテンプレート設定モードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 5

Router(config-register-temp)# exit

voice register pool構成モードに入ります。voice register pool電話タグステップ 6

例： • phone-tag：設定タスク中にこの音声レジスタ
プールを識別する一意の番号。Router(config)# voice register pool 12

音声レジスタテンプレートを電話機に適用します。templateテンプレートタグステップ 7

例： • template-tag：手順 3で作成したテンプレートの
一意の識別子Router(config-register-pool)# template 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router(config-register-pool)# end

例

次の例は、音声レジスタテンプレート 5がリモート使用中の通話状態に対して表示さ
れるソフトキーを変更し、それが電話機 120に適用されていることを示しています。

voice register template 5
softkeys hold Resume Newcall
softkeys connected Trnsfer Park Hold
softkeys remote-in-use cBarge Barge
!
voice register pool 120
id mac 0030.94C2.A22A
type 7962
number 1 dn 20
template 5

SCCP電話機でプライバシーと Privacy on Holdを有効にする
SCCP電話でプライバシーと Privacy on Holdを有効にするには、次の手順を実行します。

割り込みとプライバシー
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•すべての電話機でプライバシーへのアクセスが必要な場合は、system-level privacy
(telephony-service)コマンドを enabled (デフォルト値)に設定し、phone-level privacy (ephone)
コマンドを default (システム値を使用)に設定したままにします。

•特定の電話機だけがプライバシーにアクセスする必要がある場合は、telephony-service設
定モードで no privacyコマンドを使用してシステムレベルでプライバシーを無効にし、
ephoneまたは ephone-template設定モードで privacy onコマンドを使用して電話機レベル
でプライバシーを有効にします。

•システムレベルで Privacy on Holdを有効にします。個々の電話機で Privacy on Holdを無
効にするには、それらの電話機で Privacyを無効にする必要があります。

•プライバシーとプライバシー保留は、共有オクトラインディレクトリ番号での通話に対し
てのみサポートされます。

•プライバシーおよび Privacy on Holdは、Cisco Unified IP Phone 7935、7936、7937、または
7985、Nokia E61、Cisco VG224または Cisco ATAに接続されたアナログ電話機、または
ディスプレイのない電話機ではサポートされません。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 7.0以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service
4. privacy
5. privacy-on-hold
6. exit

7. ephone電話タグ
8. privacy[off|on]
9. privacy-button
10. end

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

割り込みとプライバシー
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目的コマンドまたはアクション

Router# enable •プロンプトが表示されたらパスワードを入力し
てください。

グローバル設定モードに移行します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-service設定モードを開始します。telephony-service

例：

ステップ 3

Router(config)# telephony-service

(オプション)すべての電話機に対してシステムレ
ベルでプライバシーを有効にします。

privacy

例：

ステップ 4

•このコマンドはデフォルトで有効になっていま
す。

Router(config-telephony)# privacy

•個々の電話機に対してのみプライバシーを有効
にするには、 no privacyコマンドを使用して
システムレベルでプライバシーを無効にし、手

順8に示すように個々の電話機に対してプライ
バシーを有効にします。

（オプション）すべての電話機に対してシステムレ

ベルでプライバシーオンホールドを有効にします。

privacy-on-hold

例：

ステップ 5

•共有回線上の電話ユーザーが通話情報を表示し
たり、保留中の通話を取得したりすることをブ

Router(config-telephony)# privacy-on-hold

ロックします。デフォルトでは無効になって

います。

telephony-service設定モードを終了します。exit

例：

ステップ 6

Router(config-telephony)# exit

Ephone設定モードに入ります。ephone電話タグステップ 7

例： • phone-tag：設定タスク中にこの ephoneを識別
する一意の番号。Router(config)# ephone 10

(オプション)特定の電話機のプライバシーサポー
トを変更します。

privacy[off|on]

例：

ステップ 8

• off：電話機のプライバシーを無効にします。Router(config-ephone)# privacy on

• on—電話でのプライバシーを有効にします。

割り込みとプライバシー
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目的コマンドまたはアクション

•システムレベルのプライバシー設定がデフォル
トです。このコマンドは、特定の電話機の手

順 4のシステムレベルの設定を変更する場合
にのみ使用してください。

•システムレベルの値にリセットするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

•このコマンドは、ephoneテンプレート設定モー
ドで設定し、1台以上の電話機に適用すること
もできます。 Ephone設定は ephone-template設
定よりも優先されます。

IP電話のプライバシー機能ボタンを有効にします。privacy-button

例：

ステップ 9

•このコマンドは、オクトラインディレクトリ
番号を共有する電話機でのみ有効にします。Router(config-ephone)# privacy-button

•このコマンドは、ephoneテンプレート設定モー
ドで設定し、1台以上の電話機に適用すること
もできます。 Ephone設定は ephone-template設
定よりも優先されます。

特権 EXECモードを終了します。end

例：

ステップ 10

Router(config-ephone)# end

例

次の例は、システムレベルでプライバシーが無効になっており、個々の電話ではプラ

イバシーが有効になっていることを示しています。また、システムレベルで Privacy
on Holdが有効になっていることも示されます。

telephony-service
no privacy
privacy-on-hold
max-ephones 100
max-dn 240
timeouts transfer-recall 60
voicemail 8900
max-conferences 8 gain -6
transfer-system full-consult
fac standard
!
!
ephone 10
privacy on
privacy-button
max-calls-per-button 3

割り込みとプライバシー

12

割り込みとプライバシー

SCCP電話機でプライバシーと Privacy on Holdを有効にする



busy-trigger-per-button 2
mac-address 00E1.CB13.0395
type 7960
button 1:7 2:10

SIP電話でプライバシーとプライバシー保留中を有効にする
SIP電話でプライバシーと Privacy on Holdを有効にするには、次の手順を実行します。

•すべての電話機でプライバシーを有効にするには、system-level privacy（voice register
global）コマンドを enabled（デフォルト値）に設定したままにし、phone-level privacy
（voice register pool）コマンドを default（システム値を使用）に設定したままにします。

•特定の電話機のみでプライバシーを有効にするには、音声レジスタグローバル設定モー
ドで no privacyコマンドを使用してシステムレベルでプライバシーを無効にし、音声レ
ジスタプールまたは音声レジスタテンプレート設定モードで privacy onコマンドを使用
して電話機レベルでプライバシーを有効にします。

•すべての電話で Privacy on Holdを有効にするには、 privacy-on-holdコマンドを使用して
システムレベルで有効にします。特定の電話機で Privacy on Holdを無効にするには、音
声レジスタプールまたは音声レジスタテンプレート設定モードで privacy offコマンドを
使用して、それらの電話機で Privacyを無効にします。 Privacy on Holdをサポートするに
は、プライバシーを有効にする必要があります。

•プライバシーとプライバシー保留は、共有回線ディレクトリ番号での通話に対してのみサ
ポートされます。

•プライバシーおよび Privacy on Holdは、Cisco Unified IP Phone 7935、7936、7937、または
7985、NokiaE6、CiscoVG224またはCiscoATAに接続されたアナログ電話機、またはディ
スプレイのない電話機ではサポートされません。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 7.1以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice register global
4. privacy
5. privacy-on-hold
6. exit
7. voice register pool phone-tag

8. privacy {off|on}

割り込みとプライバシー
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9. privacy-button
10. end

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたらパスワードを入力し
てください。Router# enable

グローバル設定モードに移行します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-service設定モードを開始します。voice register global

例：

ステップ 3

Router(config)# voice register global

(オプション)すべての電話機に対してシステムレ
ベルでプライバシーを有効にします。

privacy

例：

ステップ 4

•このコマンドはデフォルトで有効になっていま
す。

Router(config-register-global)# privacy

•個々の電話機に対してのみプライバシーを有効
にするには、 no privacyコマンドを使用して
システムレベルでプライバシーを無効にし、手

順8に示すように個々の電話機に対してプライ
バシーを有効にします。

（オプション）すべての電話機に対してシステムレ

ベルでプライバシーオンホールドを有効にします。

privacy-on-hold

例：

ステップ 5

•共有回線上の電話ユーザーが通話情報を表示し
たり、保留中の通話を取得したりすることをブ

Router(config-register-global)# privacy-on-hold

ロックします。デフォルトでは無効になって

います。

音声レジスタのグローバル設定モードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 6

Router(config-register-global)# exit

割り込みとプライバシー
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目的コマンドまたはアクション

voice register pool構成モードに入ります。voice register pool phone-tag

例：

ステップ 7

•電話タグ：設定タスク中にこの電話機を識別す
る一意の番号。Router(config)# voice register pool 10

(オプション)この電話機の電話レベルのプライバ
シー設定を変更します。デフォルト値はシステム

設定です。

privacy {off|on}

例：

Router(config-register-pool)# privacy on

ステップ 8

• off：電話機のプライバシー状態をオフに設定
します。

• on：電話のプライバシー状態をオンにします

•このコマンドは、特定の電話機の手順4のシス
テムレベルの設定を変更する場合にのみ使用

してください。

•このコマンドの no形式を使用して、システム
レベルの値にリセットします。

•このコマンドは、音声レジスタテンプレート
設定モードで設定し、1台以上の電話機に適用
することもできます。電話機の設定は電話機

テンプレートの設定よりも優先されます。

IP電話のプライバシー機能ボタンを有効にします。privacy-button

例：

ステップ 9

•このコマンドは、共有回線ディレクトリ番号を
持つ電話機でのみ有効にします。Router(config-register-pool)# privacy-button

•このコマンドは、音声レジスタテンプレート
設定モードで設定し、1台以上の電話機に適用
することもできます。電話機の設定は電話機

テンプレートの設定よりも優先されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Router(config-register-pool)# end

例

次の例は、システムレベルでプライバシーが無効になっており、個々の電話ではプラ

イバシーが有効になっていることを示しています。また、システムレベルで Privacy
on Holdが有効になっていることも示されます。
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voice register global
mode cme
privacy-on-hold
no privacy
max-dn 300
max-pool 150
voicemail 8900
!
!
voice register pool 130
id mac 001A.A11B.500E
type 7941
number 1 dn 30
privacy ON
privacy-button

割り込みとプライバシーに関する機能情報
次の表は、このモジュールで説明されている機能に関するリリース情報を示しています。この

表には、特定のソフトウェアリリーストレインで特定の機能のサポートを導入したソフトウェ

アリリースのみが記載されています。特に明記されていない限り、そのソフトウェアリリー

ストレインの後続リリースでもその機能がサポートされます。

Cisco Feature Navigatorを使用して、プラットフォームのサポートと Ciscoソフトウェアイメー
ジのサポートに関する情報を検索します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
https://cfnng.cisco.com/に進みます。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2 :割り込みとプライバシーに関する機能情報

変更Cisco Unified CMEバージョン機能名

混合共有回線の cBargeサポー
トが追加されました。

12.0割込み

Unified CMEの Cisco 4000シ
リーズサービス統合型ルータ

での cBargeのサポートが追加
されました。

11.7

SIP共有回線ディレクトリ番号
に対する Bargeおよび cBarge
のサポートが追加されまし

た。

7.1

SCCP共有オクトラインディ
レクトリ番号に対する cBarge
サポートが追加されました。

7.0/4.3

割り込みとプライバシー

16

割り込みとプライバシー

割り込みとプライバシーに関する機能情報

https://cfnng.cisco.com/


変更Cisco Unified CMEバージョン機能名

SIP共有回線ディレクトリ番号
のプライバシーのサポートが

追加されました。

7.1[プライバシー（Privacy）]

SCCP共有オクトラインディ
レクトリ番号のプライバシー

のサポートが追加されまし

た。

7.0/4.3
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


	割り込みとプライバシー
	割り込みとプライバシーに関する情報
	割り込みと C 割り込み
	割り込み（SIP）
	cBarge（SCCP および SIP）

	プライバシーとプライバシー保留中

	割り込みとプライバシーの設定
	SCCP 電話機の cBarge ソフトキーを設定する
	SIP 電話で割り込みと cBarge ソフトキーを有効にする
	SCCP 電話機でプライバシーと Privacy on Hold を有効にする
	SIP 電話でプライバシーとプライバシー保留中を有効にする

	割り込みとプライバシーに関する機能情報


